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４．夏期の空調システム全体のシミュレーション 
オフィス棟の建築・空調をモデル化し、建物全体の空

調消費電力量を計算した。図-11に8月のSA温度別の空

調システム全体の消費電力量を示す。ホテル・スポーツ

棟の水空気搬送電力は、2014 年 8 月の実測値を与えた。

これまでの結果同様、SA温度が低いほど、水搬送の消費

電力量が増加し、SA温度が高いほど、空気搬送の消費電

力量が増加し、SA温度が低いほどPMVは下がり快適性が

向上した。本検討では、14℃が も消費電力が少なくな

ったが、SA 温度が 12～16℃の範囲で消費電力量は 2%で

あり、PMV0.5 以下にするために快適性を考慮して SA 温

度を約13℃で計画しても良いとも考えられる。図-12に

8 月のオフィス棟、ホテル・スポーツ棟の蓄熱槽 2 次側

の処理熱量を示す。オフィス棟の処理熱量はSA温度が低

いほど、処理潜熱量が増加しているが、ほとんど差がな

い。図-13にオフィス基準階のSA温度別の室温、室内絶

対湿度、PMV の 8月の平日5日間の時刻変動を示す。計

算時間間隔は1分で、図は1時間平均した値としている。

各条件とも 26℃の室温だが、室内絶対湿度は約

0.004kg/kg’、PMVは約0.2の差がある状態で推移した。 

 

まとめ 

BEST 専門版による建築・熱源システムの解析により、

既存ビルの省エネルギー改修を目的に、水蓄熱空調シス

テムにおいて、制御設定値が空調システム全体の電力や

室内快適性へ与える影響を明らかにした。水搬送の往き

還り水温の大温度差化による省エネは、空気搬送の消費

電力量の増加や、快適性を考慮する必要があると言える。 

 

【謝辞】本報は（財）建築環境・省エネルギー機構内に設置さ
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エネルギー消費量算出ツール開発に関する「BEST コンソーシ

アム」・「BEST 企画委員会（村上周三委員長）」および専門版開

発委員会（石野久彌委員長）、統合化WG（石野久彌主査）の活

動成果の一部であり、関係各位に謝意を表するものである。 
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図－11 SA温度別の空調システムの消費電力量(8月) 

図－12 オフィス棟とホテル･スポーツ棟の 

蓄熱槽2次側の処理熱量(8月) 
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